
 

 

  



 

 

【講評】 

大問１は重複順列および重複組み合わせからの出題であった。設定が似ている問題が 5 つ出題されたので、混乱

しないように適切な解法を選択する必要があり、全問正解するのはやや難しいと思われる。 

大問２はベクトルを用いて三角形の線分の比や内接円の半径を求める問題であった。典型的な問題であったので、

すべて正解しておきたい。 

大問３は数学２の微分積分からの出題であった。(1)、(2)を解くのはそれほど難しくはないが、(3)で三角関数の

3 倍角の公式をつかえるかどうかが重要であった。 

 

試験時間に対して分量および難易度もそれほど厳しくなかったので、得点目標は 75％である。 

 


